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1.研究背景

NTTデータ数理システム 3

1-1.新型車販売状況の現状

図1:新車販売台数[1]

万台

図1より、

✓ 2014年から2016年にかけては

右肩下がりの状況

✓ 2016年から2017年にかけては増加

理由は、自販連[2]によると

→各自動車メーカーから新型車が

相次いで販売されていること

→自動運転技術が進んでいること
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1-2.今後の買い替え意向
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図2:買い替え予定[3]

今後の買い替え・保有意向は、
✓ 「買い替える時期は未定」

が7割弱
✓ 「5年以内に買い替え予定」

は2割弱

買い替える時期が
定まっていない
人が多い
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1-3.カーディーラー①の存在

(%)
図3:カーディーラー選択時の重視点[4]

①：カーディーラーとは、自動車メーカーと
特約を結んで運営している販売店のこと

カーディーラーを利用する際に、
営業担当者の対応が購買に
つながると考えられる

カーディラー利用者の
利用・選択時の重視点は、
図3より
✓ 商品（自動車、その他の商品）
✓ 立地・アクセスのよさ
✓ 営業担当者の対応
が各5～6割で上位にある

第2回
(2015/9)
(n=6819)
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1-4.目的

✓ 新車の販売台数は減少傾向にある
✓ 買い替える時期が定まっていない人が多い
✓ カーディーラーの営業担当者は利用者に
とって大きな要因である

新車販売の現状

目的

✓ 車の売上高を増加させるために優秀な販売員の
販売方法を分析し、会社が何にお金をかければ
よいか提案する

※優秀な販売員とは、新車を月にX台以上販売した人とする（Xは目標値）



2.使用データ概要
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データ概要
・データ数: 4466件
・データ変数: 29
変数内容
・業種、新車目標台数、新車実台数、新車達成率、中古車目標台数、中古車実台数
メンテパック総数、割賦件数、保険新規回数など

提供 某自動車販売メーカー

期間 2017年4月~2018年3月

販売実績に関するデータ
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3-1.分析の流れ

1. データハンドリングでインタラクティブにデータを操作、加工しながら、

その内容及び結果を、表形式またはグラフ形式で確認

2. 主成分分析で優秀な販売員の特徴を見つける

3. 線形回帰で顧客に対して優秀な販売員がどんなアプローチをしているか見つける

図4:分析の流れを可視化した図
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3-2.主成分分析

✓ 主成分分析[5]とは、多くの変数に含まれている情報を、少数の変数で表したい
(総合的な指標を作りたい)ときに用いる方法である

✓ 主成分(z)は、データの分散が最大になる方向を示すように生成された変数のこと
主成分の分散(固有値)の大きさは、情報量の大きさを表している
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図5:主成分のイメージ図

主成分の大きい
ものから
第1.第2.第3,主成分
と呼ぶ
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3-2.主成分分析(VMS)

第1主成分 第2主成分

新車実台数 -0.5954 0.142775

中古車実台数 0.57243 0.45667

ﾒﾝﾃﾊﾟｯｸ総件数 -0.34539 0.44323

内ﾒﾝﾃﾊﾟｯｸ５年 0.239348 0.5808

割賦件数 -0.1063 0.32109

内残価設定件数 -0.21975 0.174781

保険新規件数 -0.07421 0.134052

保険新規内長期件数 -0.05697 0.102821

ﾎﾞﾃﾞｨｰｺｰﾄ件数 -0.26999 0.274049

新車の販売台数を伸ばしたいが、
新車の販売は売り上げを伸ばす
力にはあまりなっていない

中古車は安く手に入ることから
新車より需要が大きくなって
しまっている

購入した車を長期的に利用
したいや、安く済ませたい
という顧客の意識がある

表1:主成分分析結果



第1主成分 第2主成分

新車実台数 -0.5954 0.14278

中古車実台数 0.57243 0.45667

ﾒﾝﾃﾊﾟｯｸ総件数 -0.34539 0.44323

内ﾒﾝﾃﾊﾟｯｸ５年 0.239348 0.5808

割賦件数 -0.1063 0.32109

内残価設定件数 -0.21975 0.174781

保険新規件数 -0.07421 0.134052

保険新規内長期件数 -0.05697 0.102821

ﾎﾞﾃﾞｨｰｺｰﾄ件数 -0.26999 0.274049

3.分析
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3-2.主成分分析(VMS)

中古車が買われてしまっている
傾向を販売員が作ってしまって
いることが考えられる

顧客の要望に合わせようと
しているので、新車の成分が
負の値になっていない

第1主成分について

第2主成分について

表2:主成分分析結果
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3-3.線形回帰

✓線形回帰[6]とは、線形回帰分析は、ある変数の値を、別の変数
の値に基づいて予測するために使用する

✓この形式の分析では、従属変数の値を最適に予測する1つ以上
の独立変数を使用して、線形方程式の係数が推定される

✓線形回帰を「VRP」で行った理由は、担当する顧客の影響度を
見つけるためである
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3-3.線形回帰(VRP)

目的変数:顧客数
モデル探索方向:減少方向

顧客数を目的変数と

置いたとき、長く車を

利用したいと考えて

いる人が多い

表3:回帰係数テーブル

内残価設定②件数の値が

負であることから、

顧客が必要としてない

傾向がある

Estimate Std. Error t value Pr(>|t|)

新車実台数 19.78162 6.542676 3.023475 0.002946

ﾒﾝﾃﾊﾟｯｸ総件数 91.2109 15.06062 6.056248 1.10E-08

割賦件数 118.067 15.049 7.84552 7.93E-13

内残価設定件数 -196.38 23.26108 -8.44236 2.63E-14

ﾎﾞﾃﾞｨｰｺｰﾄ件数 30.10677 15.85473 1.898914 0.059522

②内残価設定は、クルマの価格から「残価」を差し引いて、
残った分を分割して支払うプラン
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4-1.分析による仮説

分析の結果

分析による仮説

✓顧客は新車を購入したいと考えているが、販売員が結果
を残したいと考えている傾向がある

✓新車を多く販売する販売員は顧客の要望に応えることが
上手である

✓新車を売るためには、長期的に車を利用できるプランを
提案することや、販売員の結果に囚われない働き方を
つくっていくことではないか
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4-2.提案と課題

提案

これからの課題

✓長期的に新車を利用できるように既存のプランを
組み合わせた新プランを顧客に提案する

✓ 販売員が新車を月にX台以上を販売したら、ボーナスが
つくような売上競争を行う (Xは目標値)

✓ 優秀な販売員がどんな車種を販売している傾向にあるか
といった結果が出なかったので、それを分析する
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自動運転技術とは[7]
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軽自動車、小型乗用車、普通乗用車の区分[8]
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主成分分析の結果

重要度の表


